


脱炭素化へ「下水熱」の活用を

諏訪信金

リ
レ
バ
ン
サ
ミ
ッ
ト
開
催

「
観
光
×
金
融
」を
展
望

Ｔ
Ｐ
は

ヵ
月
連
続
増

特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
売
上
高
７月速報

旅
館
増
、ホ
テ
ル
が
減

７
月
の
第
３
次
産
業
活
動
指
数

人
の
動
き
が
回
復
す
る
も

マ
ン
パ
ワ
ー
追
い
付
か
ず
内閣府、８月の
ウォッチャー調査

日本公庫
調 査「卵」「乳製品」で値上げ感じる

「経済性志向」が大きく上昇
消費者の食の志向

企
業
の
４
割
が

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

帝
国
デ
ー
タ
調
査

中
小
企
業
が
下
降
超

来
期
は
上
昇
超
に

７
～
９
月
の
景
況
判
断

内
閣
府
な
ど
調
査

　
時
間
の
あ
る
時
は
各
種
の

印
刷
物
に
目
を
通
す
。
ボ
ン

ヤ
リ
と
物
を
考
え
る
こ
と
の

で
き
な
い
性
格
だ
か
ら
、
活

字
が
な
い
と
寂
し
く
感
じ

る
。
で
、
各
政
党
の
機
関
紙

に
も
目
を
配
る
。
最
近
、
自

民
党
の
『
自
由
民
主
』
が
面

白
い
。岸
田
政
権
に
な
っ
て
、

「
新
し
い
資
本
主
義
の
扉
」

な
る
コ
ラ
ム
が
特
筆
す
べ
き

読
み
物
に
な
っ
て
い
る
上
、

新
し
い
法
律
や
知
識
、
事
象

に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
る
の

だ
。

　
「
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

下
水
熱
」
（
令
和
５
年
７
月


日
号
）と
い
う
大
見
出
し
、

省
エ
ネ
・
脱
炭
素
化
に
大
き

な
期
待
、と
書
か
れ
て
い
る
。

「
下
水
熱
」
と
は
、
あ
ま
り

耳
に
し
な
い
が
、
令
和
２
年


月
に
政
府
が
策
定
し
た

「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
伴
う
グ
リ
ー

ン
成
長
戦
略
」
に
も
、
そ
の

利
用
推
進
が
明
記
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。
「
地
下
熱
」
に

つ
い
て
の
若
干
の
知
識
が
あ

る
と
は
い
え
、
「
下
水
熱
」

に
つ
い
て
の
知
識
は
私
に
は

皆
無
だ
っ
た
。

　
物
が
腐
敗
す
る
と
、
悪
臭

と
と
も
に
熱
を
生
む
こ
と

は
、
生
活
体
験
上
、
身
に
覚

え
が
あ
る
が
、
こ
の
下
水
の

熱
を
利
用
す
る
と
い
う
発
想

に
頭
が
下
が
る
。
太
陽
光
や

地
中
熱
等
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
仲
間
に「
下
水
熱
」

を
加
え
る
政
府
、
そ
の
利
用

推
進
が
成
長
戦
略
の
一
端
と

な
っ
て
い
て
、
全
国
各
地
で

官
民
が
取
り
組
ん
で
い
る
と

い
う
。
「
下
水
熱
」
が
利
用

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の

メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
ば
か
り

か
、
脱
炭
素
に
期
待
で
き
る

感
じ
が
す
る
。

　
下
水
の
水
温
は
、
大
気
に

比
べ
年
間
を
通
し
て
温
度
変

化
が
な
く
安
定
し
て
お
り
、

「
夏
は
冷
た
く
、
冬
は
暖
か

い
」
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

こ
の
温
度
差
を
利
用
し
た
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
「
下
水
熱
」

と
い
う
（
自
由
民
主
）
ら
し

い
。
爆
発
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
は
な
ら
な
い
が
、
温
度
差

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
で
き
る

の
は
、
今
ま
で
思
考
し
な
か

っ
た
だ
け
に
朗
報
で
あ
る
。

た
と
え
、
わ
ず
か
な
熱
量
で

あ
っ
て
も
近
代
科
学
の
力

は
、
そ
れ
を
有
効
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
ほ
ど
進
歩
し

て
い
る
。

　
砂
漠
の
地
の
燃
料
は
、
家

畜
（
牛
、
馬
、
ラ
ク
ダ
等
）

の
ふ
ん
で
あ
る
。
ふ
ん
を
乾

燥
さ
せ
て
燃
料
と
し
て
用
い

る
。高
温
に
は
な
ら
な
い
が
、

料
理
や
暖
を
と
る
に
は
十
分

で
あ
る
。
砂
漠
地
帯
に
あ
っ

て
は
、
利
用
で
き
る
も
の
は

無
駄
に
せ
ず
活
用
し
て
い

る
。

　
「
下
水
熱
」
の
活
用
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
今
ま
で
私
た
ち
は
考

え
も
し
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。科
学
の
発
展
も
あ
る
が
、

何
で
も
利
用
し
よ
う
と
す
る

姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
申
す
ま
で
も
な
い
。

　
下
水
は
日
々
の
生
活
で
安

定
的
か
つ
豊
富
に
存
在
す

る
。
こ
の
熱
（
温
度
差
）
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

等
で
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
脱
炭

素
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の

だ
。
下
水
処
理
場
付
近
で
の

限
定
的
な
利
用
に
と
ど
ま
っ

て
い
た
が
、
平
成

年
に
下

水
道
法
が
改
正
さ
れ
た
。
民

間
事
業
者
に
よ
る
下
水
道
管

内
へ
の
熱
交
換
器
の
設
置
に

関
す
る
規
制
が
緩
和
さ
れ
た

た
め
、
下
水
処
理
場
か
ら
遠

く
離
れ
た
場
所
に
お
い
て
も

下
水
熱
の
利
用
が
容
易
に
な

っ
た
こ
と
を
知
っ
て
お
か
ね

ば
な
ら
な
い
。

　
愛
知
県
豊
橋
市
の
農
業
法

人
で
は
、
下
水
熱
を
利
用
し

て
農
業
用
ハ
ウ
ス
で
作
物
を

栽
培
し
て
い
る
様
子
が
報
じ

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
札
幌

市
で
は
、
下
水
熱
を
用
い
て

路
面
融
雪
（
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ

ィ
ン
グ
）
の
実
証
実
験
の
様

子
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
下

水
管
の
熱
で
温
め
る
パ
イ
プ

を
敷
く
と
、
雪
が
解
け
る
と

い
う
。
工
夫
次
第
で
は
、
こ

の
下
水
熱
を
さ
ら
に
活
用
で

き
る
に
違
い
な
い
。
地
域
に

よ
っ
て
は
、
活
用
の
幅
や
種

類
は
異
な
ろ
う
が
研
究
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
国
土
交
通
省
で
は
、
行
政

や
民
間
事
業
者
に
よ
る
下
水

熱
の
活
用
拡
大
を
推
進
す
る

た
め
、
取
り
組
み
の
事
例
等

を
ま
と
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
た
。
各
自
治
体
は
、

こ
の
資
料
を
入
手
し
て
、
下

水
熱
の
活
用
に
つ
い
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
下
水
処
理

場
だ
け
で
は
な
く
、
下
水
道

管
を
用
い
て
熱
交
換
器
の
設

置
を
検
討
し
、
今
ま
で
活
用

し
な
か
っ
た
新
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
私
た
ち
は
、
脱
炭
素
化
の

た
め
に
、
下
水
熱
の
活
用
を

急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。
農
業
、

寒
冷
地
で
の
路
面
融
雪
、
空

調
の
動
力
削
減
等
、
研
究
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。ま
ず
、

自
治
体
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
、
民
間
業
者
を
巻

き
込
ん
で
下
水
熱
を
利
用
す

べ
き
だ
。

　
（
参
考
『
自
由
民
主
』
令

和
５
年
７
月

日
号
、
自
由

民
主
党
新
聞
出
版
局
）

（７） 第３１９１号第３種郵便物認可２０２３年（令和５年）９月２５日（月曜日）

　
経
済
産
業
省
は
こ
の
ほ

ど
、
特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業
動

態
統
計
調
査
の
７
月
分
速
報

を
公
表
し
た
。
対
個
人
サ
ー

ビ
ス
業
の
趣
味
・
娯
楽
関
連

５
業
種
の
売
上
高
は
、
遊
園

地
・
テ
ー
マ
パ
ー
ク（
Ｔ
Ｐ
）

な
ど
４
業
種
が
前
年
同
月
比

増
加
。
ゴ
ル
フ
練
習
場
の
み

が
減
少
し
た
。
Ｔ
Ｐ
は

・

６
％
増
の
６
６
６
億
５
９
０

０
万
円
と
、

カ
月
連
続
で

増
加
し
た
。

　
Ｔ
Ｐ
の
内
訳
は
、
入
場
料

金
、
施
設
利
用
料
金
収
入
が


・
９
％
増
加
。
入
場
者
数

は
一
般
が

・
９
％
、
団
体

が
８
・
６
％
そ
れ
ぞ
れ
増
加

し
、
全
体
で

・
５
％
増
加

し
た
。

　
ゴ
ル
フ
場
は
５
・
３
％
増

の
１
０
３
億
２
７
０
０
万
円

と
２
カ
月
連
続
で
増
加
。
利

用
料
金
収
入
が
５
・
６
％
、

利
用
者
数
が
０
・
４
％
そ
れ

ぞ
れ
増
加
し
た
。

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
は

・
８

％
増
の

億
７
５
０
０
万
円

と

カ
月
連
続
で
増
加
。
利

用
者
数
が

・
６
％
増
加
し

た
。

　
パ
チ
ン
コ
ホ
ー
ル
は
８
・

７
％
増
の
２
４
２
６
億
８
５

０
０
万
円
と

カ
月
連
続
で

増
加
し
た
。

　
ゴ
ル
フ
練
習
場
は
８
・
６

％
減
の

億
８
５
０
０
万
円

と
９
カ
月
連
続
で
減
少
し

た
。

　
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
業
の
教

養
・
生
活
関
連
５
業
種
の
売

上
高
は
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ

ブ
、
葬
儀
業
の
２
業
種
が
前

年
同
月
比
増
加
。
結
婚
式
場

業
、外
国
語
会
話
教
室
、学
習

塾
の
３
業
種
が
減
少
し
た
。

　
内
閣
府
は
こ
の
ほ
ど
、
景

気
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
の
８

月
分
を
公
表
し
た
。
同
月
の

景
気
の
現
状
判
断
Ｄ
Ｉ
は
前

月
比
０
・
８
㌽
減
の

・
６
。

小
売
関
連
が
上
昇
も
、
サ
ー

ビ
ス
関
連
、
飲
食
関
連
が
低

下
し
た
。
観
光
関
係
者
か
ら

「
人
の
動
き
が
コ
ロ
ナ
前
に

回
復
す
る
も
、
宿
泊
業
で
マ

ン
パ
ワ
ー
が
追
い
付
か
な

い
」
な
ど
の
声
が
上
が
っ
て

い
る
。

　
調
査
は
地
域
の
景
気
の
動

き
を
観
察
で
き
る
業
種
の
人

々
に
、
３
カ
月
前
と
比
較
し

た
景
気
の
現
状
と
、
２
～
３

カ
月
先
の
景
気
の
先
行
き
に

つ
い
て
、
「
良
い
」
「
ど
ち

ら
と
も
い
え
な
い
」
「
や
や

悪
い
」
な
ど
５
段
階
で
判
断

し
て
も
ら
い
、
結
果
を
数
値

化
し
た
も
の
（
季
節
調
整

値
）
。

　
現
状
Ｄ
Ｉ
は
小
売
関
連
が

前
月
比
０
・
７
㌽
増
の

・

３
。
サ
ー
ビ
ス
関
連
は
同
１

・
７
㌽
減
の

・
８
、
飲
食

関
連
は
同
３
・
２
㌽
減
の


・
６
と
低
下
し
た
。

　
全
国

地
域
別
で
は
北
海

道
、東
北
、南
関
東
、北
陸
、

近
畿
、
中
国
の
６
地
域
で
上

昇
し
た
。
東
北
が
３
・
８
㌽

増
（

・
０
）
と
最
も
上
昇

幅
が
大
き
か
っ
た
。
沖
縄
は

４
・
６
㌽
減
（

・
７
）
と

低
下
幅
が
最
も
大
き
か
っ

た
。

　
景
気
の
先
行
き
Ｄ
Ｉ
は
前

月
比
２
・
７
㌽
減
の

・
４
。

サ
ー
ビ
ス
関
連
、飲
食
関
連
、

小
売
関
連
の
全
て
が
低
下
し

た
。

　
全
国

地
域
別
で
は
沖
縄

の
み
が
上
昇
し
た
。

　
景
気
判
断
理
由
に
つ
い

て
、
観
光
関
係
の
主
な
回
答

は
次
の
通
り
。

　
「
夏
祭
り
効
果
に
よ
り
人

の
動
き
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
発
生
前
の
水
準

に
回
復
し
て
い
る
。
観
光
関

連
、
宿
泊
業
で
は
客
足
回
復

に
マ
ン
パ
ワ
ー
が
追
い
付
か

な
い
ケ
ー
ス
も
散
見
さ
れ

る
」
（
現
状
、
や
や
良
、
東

北
、
金
融
業
）
。

　
「
お
盆
時
期
の
台
風
は
結

構
な
影
響
が
出
た
も
の
の
、

外
国
人
客
の
来
訪
も
右
肩
上

が
り
で
、日
帰
り
客
の
ほ
か
、

宿
泊
者
の
割
合
も
増
え
て
き

て
い
る
」（
現
状
、や
や
良
、

北
関
東
、
旅
行
代
理
店
）
。

　
「
夏
休
み
、
特
に
、
お
盆

の
入
込
数
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発
生
前
か

そ
れ
以
上
の
に
ぎ
わ
い
が
み

ら
れ
た
」（
現
状
、や
や
良
、

甲
信
越
、
観
光
名
所
）
。

　
「
観
光
を
含
め
た
飲
食
業

や
宿
泊
業
な
ど
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
が
緩
和
さ
れ
、
会
食
機
会

や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た

観
光
客
の
増
加
で
改
善
傾
向

に
あ
る
。
製
造
業
で
は
部
品

不
足
が
改
善
さ
れ
、
出
荷
数

量
が
増
加
傾
向
に
あ
る
」

（
現
状
、
や
や
良
、
北
陸
、

金
融
業
）
。

　
「
お
盆
の
繁
忙
期
に
台
風

が
接
近
し
た
影
響
で
、
３
日

程
度
は
キ
ャ
ン
セ
ル
が
増
え

た
が
、
お
盆
期
間
全
体
で
は

前
年
よ
り
も
来
客
数
は
増
え

て
い
る
」
（
現
状
、
良
、
近

畿
、
観
光
型
旅
館
）
。

　
「
夏
休
み
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
等
で
１

室
当
た
り
の
利
用
人
数
が
増

加
し
、
単
価
上
昇
に
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
個
人
客
、
団

体
客
も
継
続
し
て
好
調
で
あ

る
」
（
現
状
、
や
や
良
、
中

国
、
都
市
型
ホ
テ
ル
）
。

　
「
秋
冬
に
つ
い
て
も
計
画

通
り
の
集
客
状
況
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
好

調
な
ま
ま
推
移
す
る
」
（
先

行
き
、
不
変
、
北
海
道
、
観

光
型
ホ
テ
ル
）
。

　
「
国
内
旅
行
は
既
に
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
り
、

販
売
し
た
く
て
も
宿
泊
施
設

や
航
空
機
が
混
み
合
い
、
供

給
不
足
の
影
響
で
予
約
が
取

り
に
く
い
」
（
先
行
き
、
不

変
、南
関
東
、旅
行
代
理
店
）。

　
「
８
月
の
勢
い
と
ま
で
は

い
か
な
い
と
思
う
が
、
９
月

以
降
も
皆
コ
ロ
ナ
疲
れ
の
反

動
で
、
動
き
が
良
く
な
る
。

秋
以
降
、
年
末
の
忘
年
会
等

の
引
き
合
い
も
出
始
め
て
い

る
」
（
先
行
き
、
や
や
良
、

甲
信
越
、都
市
型
ホ
テ
ル
）。

　
「
中
国
か
ら
の
渡
航
解
禁

で
９
月
の
大
型
連
休
等
に
期

待
し
た
い
が
、
為
替
・
金
利

お
よ
び
外
政
の
影
響
か
ら
プ

ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
と
見
込

む
」
（
先
行
き
、
不
変
、
東

海
、
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
）
。

　
「
国
内
で
は
紅
葉
シ
ー
ズ

ン
の
個
人
・
団
体
旅
行
の
需

要
が
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ

る
。
加
え
て
、
海
外
旅
行
需

要
が
現
在
よ
り
も
増
加
す
る

こ
と
に
期
待
し
て
い
る
」

（
先
行
き
、や
や
良
、九
州
、

旅
行
代
理
店
）
。

　
「
旅
行
シ
ー
ズ
ン
に
入
る

こ
と
で
、
海
外
か
ら
の
渡
航

客
な
ど
、
観
光
で
の
来
店
数

増
加
が
予
想
さ
れ
る
」
（
先

行
き
、
良
、
九
州
、
都
市
型

ホ
テ
ル
）
。

　
「
今
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の

閉
塞

へ
い
そ
く

感
か
ら
、
多
少
高
く
て

も
一
度
は
旅
行
へ
と
い
う
マ

イ
ン
ド
に
な
っ
て
い
た
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
も
高
ま
る

中
、
航
空
券
、
宿
泊
代
な
ど

の
値
上
げ
が
続
き
、
旅
行
需

要
も
落
ち
着
き
だ
す
と
考
え

る
」
（
先
行
き
、
不
変
、
沖

縄
、
旅
行
代
理
店
）
。

　
諏
訪
信
用
金
庫（
長
野
県
、

田
中
輝
明
理
事
長
）
は
９
月

６
日
、
諏
訪
市
内
で
「
Ｓ
Ｕ

Ｗ
Ａ
リ
レ
バ
ン
サ
ミ
ッ
ト
２

０
２
３
」
を
開
い
た
。
観
光

を
テ
ー
マ
に
、
３
部
構
成
で

地
元
企
業
の
経
営
者
ら
を
交

え
て
諏
訪
地
域
の
活
性
化
や

未
来
に
つ
い
て
展
望
し
た
。

　
リ
レ
バ
ン
サ
ミ
ッ
ト
は
今

年
で
４
回
目
。
会
場
は
国
の

重
要
文
化
財
指
定
の
温
泉
施

設
「
片
倉
館
」
。
田
中
理
事

長
は
冒
頭
「
コ
ロ
ナ
前
と
は

違
っ
た
価
値
観
の
日
常
が
訪

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
や
工

夫
が
今
ま
で
以
上
に
必
要
。

製
造
業
と
並
ん
で
柱
の
観
光

・
サ
ー
ビ
ス
業
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
て
、
諏
訪
の
未
来
や

こ
れ
か
ら
を
発
見
す
る
機
会

に
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
基
調
講
演
に
は
、
ツ
ト
ム

経
営
研
究
所
の
森
下
勉
所
長

が
「
観
光
×
知
的
資
産
経
営

＝
～
価
格
か
ら
価
値
へ
～
」

を
題
目
に
登
壇
。
技
術
や
人

材
、
組
織
力
な
ど
企
業
が
持

つ
目
に
見
え
な
い
強
み
で
あ

る
知
的
資
産
を
経
営
に
生
か

す
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
や
事
例

な
ど
を
説
明
。
顧
客
利
便
価

値
を
知
り
、
企
業
発
展
の
方

向
性
な
ど
の
ヒ
ン
ト
を
探
る

重
要
性
も
言
及
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
三
つ
の
旅

館
を
経
営
す
る
合
資
会
社
親

湯
温
泉
の
柳
澤
幸
輝
代
表
が

講
演
。
コ
ロ
ナ
禍
で
３
期
連

続
黒
字
を
実
現
し
た
秘
訣

ひ
け
つ

に

つ
い
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

戦
略
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
を
踏
ま
え
て
解

説
し
た
。

　
第
３
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
共
同
通
信

社
の
橋
本
卓
典
氏
を
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
に
、
諏
訪
地
域

の
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
活
躍
す

る
３
人
の
女
将
・
代
表
が
参

加
。
日
頃
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
や
、
諏
訪
地
域
の
観
光

へ
の
期
待
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
。

　
（
記
事
提
供
・
日
本
金
融

通
信
社
＜
ニ
ッ
キ
ン
＞
）

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
は
こ

の
ほ
ど
、
半
年
に
１
回
行
っ

て
い
る
消
費
者
の
食
に
関
す

る
意
識
調
査
の
７
月
分
を
公

表
し
た
。
食
に
関
す
る
志
向

（
複
数
回
答
）
は
「
経
済
性

志
向
」が
前
回
調
査（
１
月
）

か
ら
大
き
く
上
昇
。
前
回
ま

で
連
続
で
低
下
し
て
い
た

「
健
康
志
向
」も
上
昇
し
た
。

食
品
の
値
上
げ
に
対
す
る
意

識
は
、
特
に
「
卵
」
「
牛
乳

・
乳
製
品
」
で
「
値
上
げ
を

感
じ
る
」
と
す
る
割
合
が
高

く
な
っ
て
い
る
。

　
食
に
関
す
る
志
向
は
「
経

済
性
志
向
」
「
健
康
志
向
」

「
簡
便
化
志
向
」
が
三
大
志

向
と
な
っ
て
い
る
。
「
経
済

性
志
向
」
は
前
回
調
査
か
ら

４
・
２
㌽
上
昇
の

・
５
％

と
、
最
も
多
く
の
人
が
挙
げ

た
。

　
「
健
康
志
向
」
は
２
・
５

㌽
増
の

・
３
％
。
前
回
ま

で
３
半
期
連
続
で
低
下
し
て

い
た
が
、
今
回
は
上
昇
に
転

じ
た
。
「
簡
便
化
志
向
」
も

０
・
７
㌽
増
の

・
９
％
と

上
昇
し
た
。

　
半
面
、
「
国
産
志
向
」
は

３
・
７
㌽
減
の

・
８
％
、

「
地
元
産
志
向
」
は
３
・
０

㌽
減
の
４
・
８
％
と
低
下
し

た
。

　
最
近
１
カ
月
以
内
に
購
入

し
た
生
鮮
・
加
工
食
品
の
う

ち
、
値
上
げ
を
感
じ
る
品
目

は
、

品
目
全
て
が
昨
年
７

月
調
査
か
ら
割
合
が
高
く
な

っ
て
い
る
。

　
特
に
「
卵
」
が

・
９
％

か
ら

・
５
％
、
「
牛
乳
・

乳
製
品
」
が

・
５
％
か
ら


・
８
％
と
、
上
昇
幅
が
大

き
い
。

　
こ
の
ほ
か
高
い
割
合
を
示

し
て
い
る
の
は
「
パ
ン
」

（

・
８
％
）
、
「
菓
子
」

（

・
６
％
）
、
「
精
肉
」

（

・
０
％
）、「
め
ん
類
」

（

・
１
％
）
な
ど
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
を
経
た

現
在
の
農
林
水
産
物
、
食
品

の
購
入
方
法
の
以
前
か
ら
の

変
化
も
聞
い
た
。
利
用
機
会

が
増
え
た
手
段
は
「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
購

入
」
が

・
４
％
と
最
も
多

く
、
以
下
「
量
販
店
・
ス
ー

パ
ー
を
利
用
し
て
購
入
」

（

・
７
％
）
、
「
飲
食
店

等
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
・
持
ち

帰
り
を
利
用
し
て
購
入
」

（

・
３
％
）
と
な
っ
た
。

　
利
用
機
会
が
減
っ
た
手
段

は
「
コ
ン
ビ
ニ
を
利
用
し
て

購
入
」
（

・
８
％
）
、

「
量
販
店
・
ス
ー
パ
ー
を
利

用
し
て
購
入
」（
８
・
３
％
）、

「
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
を
利
用

し
て
購
入
」
（
７
・
８
％
）

な
ど
。

　
経
済
産
業
省
が

日
に
公

表
し
た
第
３
次
産
業
活
動
指

数（
２
０
１
５
年
＝
１
０
０
）

の
今
年
７
月
分
は
、
宿
泊
業

が
前
月
比
１
・
７
％
減
の
１

１
６
・
２
。
こ
の
う
ち
旅
館

が
９
・
７
％
増
の

・
５
、

ホ
テ
ル
が
１
・
４
％
減
の
１

４
０
・
１
だ
っ
た
。

　
第
３
次
産
業
活
動
指
数
全

体
は
前
月
比
０
・
９
％
増
の

１
０
１
・
８
。
「
総
じ
て
み

れ
ば
第
３
次
産
業
活
動
は
持

ち
直
し
て
い
る
」（
同
省
）。

　
指
数
は
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

第
３
次
産
業
に
属
す
る
業
種

の
生
産
活
動
を
総
合
的
に
捉

え
た
も
の
。

　
ほ
か
の
業
種
を
見
る
と
、

旅
行
業
が
９
・
０
％
増
の


・
５
。
こ
の
う
ち
国
内
旅
行

が

・
６
％
減
の

・
３
、

海
外
旅
行
が

・
９
％
増
の


・
０
、
外
人
旅
行
が
６
・

４
％
減
の
１
３
８
・
０
。

　
遊
園
地
・
テ
ー
マ
パ
ー
ク

は
１
・
８
％
減
の

・
０
。

航
空
旅
客
運
送
業
は

・
６

％
減
の

・
７
。
道
路
旅
客

運
送
業
は
１
・
６
％
減
の


・
４
。

　
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
観
光

関
連
産
業
全
体
は
１
・
１
％

減
の

・
４
。

　
内
閣
府
、財
務
省
は

日
、

法
人
企
業
景
気
予
測
調
査
の

７
～
９
月
期
分
を
公
表
し

た
。
同
期
の
景
況
判
断
Ｂ
Ｓ

Ｉ
は
、
大
企
業
が
５
・
８
、

中
堅
企
業
が
６
・
１
と
上
昇

超
、
中
小
企
業
が
マ
イ
ナ
ス

５
・
５
と
下
降
超
に
な
っ
た
。

来
期
（

～

月
期
）
の
見

通
し
は
、
大
企
業
、
中
堅
企

業
、
中
小
企
業
の
全
て
が
上

昇
超
。
来
年
１
～
３
月
期
は

中
小
企
業
が
再
び
下
降
超
と

な
る
見
通
し
。

　
Ｂ
Ｓ
Ｉ
は
、
自
社
の
景
況

が
前
期
と
比
べ
て
上
昇
と
回

答
し
た
企
業
割
合
か
ら
下
降

と
回
答
し
た
企
業
割
合
を
引

い
た
値
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
今

月
行
っ
た
企
業
に
お
け
る
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
用
動
向

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
社
外
へ
の

Ｐ
Ｒ
・
広
告
媒
体
と
し
て
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
い
る
企
業

割
合
が

・
８
％
。
活
用
し

て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
媒
体
は
「
Ｉ

ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
（
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
）
」
が

・
０

％
と
ト
ッ
プ
だ
っ
た
。


